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研究成果の概要（和文）：本研究では，地域外に居住する消費者などを利害関係者として取り込んだ地域社会のあり方
を「テーマ・コミュニティ」ととらえたうえで，テーマ・コミュニティ化が進展する農村での経済多角化活動の発展の
実態を具体的に捉えるとともに，その成果をわかりやすい手法・指標で評価することを目指した。利害関係者の多様化
に伴い，テーマ・コミュニティが想定する地理的範囲は海外まで広がっていること，同時に域外の関係者の活動が農村
住民に刺激を与え，新たな経済活動を生み出していることを解明した。また活動の成果をDPモラール法を用いて視覚的
に説明する手法を試行した。

研究成果の概要（英文）：The new type of community which includes stakeholders who live outside the target 
community is called "Theme Community". This study aimed at investigating the development of economic 
diversification in the rural society which was characterized as theme community, and evaluating the 
economic and social impacts of rural diversification by an integrated framework. The geographic boundary 
of the theme community has extended globally. The outside stakeholders’ engagement stimulated the rural 
residents and boosted new economic activities. DP moral method was also introduced to evaluate the 
performance of rural women’s innovative activities.

研究分野： 農業経済学
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１．研究開始当初の背景 
 活力ある地域社会や集団を、地理的近接性
にこだわらずに時間・関心・経験を共有する
人々により構成される「テーマ・コミュニテ
ィ」としてとらえる動きが高まっている。経
済多角化活動が展開している農村地域でも、
顧客、都市住民、出稼ぎ者らが農村住民との
関係性を深め、多角化活動の利害関係者とし
て運営に関わることも散見される。ただし農
村での多角化活動は移動不可能な地域資源
や経験知を核としている場合も多く、やみく
もにテーマ・コミュニティの構成員や地理的
領域が拡大することも想定しにくい。農村で
のテーマ・コミュニティ化の拡大プロセスの
動態を正確に把握することが求められてい
る。 
 また、農村経済多角化の進展がある程度定
着しつつある現在、その経済的および社会的
成果を統合的に把握することが求められて
いる。しかし既存研究では、個別経営体レベ
ルに比べ地域レベルの多角化成果分析は蓄
積に乏しい。また経済的成果に比べ社会的成
果を定量的ないし視覚的に把握する手法な
いし枠組の開発が遅れている。 
 
２．研究の目的 
 農村のテーマ・コミュニティ化の過程を具
体的に明らかにするとともに、当該農村で展
開する経済多角化活動がテーマ・コミュニテ
ィ化により受ける影響を分析する。さらに多
角化活動の経済的成果と社会的成果を統合
的に把握する分析枠組の構築を目指す。目的
を達するため、以下の３点を具体的な研究課
題とする。 
 
(1) 農村におけるテーマ・コミュニティ形成
の動態を国内・海外双方のケースで把握し、
比較考察しながら、農村住民と地域外住民が
どのように連携を構築しつつあるかを解明
する。 
 
(2) テーマ・コミュニティ化しつつある農村
に展開する各種経済多角化活動とその運営
組織が、域外住民と関与しながら、どのよう
にマネジメント方式を変化させているかを
解明する。 
 
(3) 多角化活動の継続により当該農村コミュ
ニティ全体にもたらされた経済的および社
会的効果を適切に評価する枠組を構築し、対
象地で測定を試みる。 
 
３．研究の方法 
 上記３つの具体的な研究課題に取り組む
ため、構成員をコミュニティ系／マネジメン
ト系／評価系に分ける。 
 
(1) コミュニティ系では、まずテーマ・コミ
ュニティ化する農村社会の変容プロセスの
実態把握に努める。次に、当該農村における

組織形態と運営方式の変化を分析する。さら
に、組織運営に参画する地域外の利害関係者
の参入プロセスを明らかにする。分析に当た
り、社会関係資本の分析手法の適用可能性に
配慮する。 
 
(2) マネジメント系では、アメリカの CSA、
日本のオーナー制度など、地域外の利害関係
者の関与が想定される多角化活動を対象と
して、個別にマネジメント方式の特徴とその
時系列的変化を明らかにする。 
 
(3) 評価系では、まず農林業センサスの集落
データなど、全国統一ルールで把握できる農
村生活ないし多角化活動指標を活用し、多角
化や生活環境の変化についてマクロレベル
の変化を分析する。次に多角化の社会的成果
を数量的ないし視覚的に把握する手法を検
討する。経済的成果指標と組み合わせ、多角
化の成果を統合的に評価できる分析枠組を
構築する。 
 
４．研究成果 
(1) コミュニティ系の成果は以下の２点で
ある。 
①高知県中山間地域にある女性起業組織の
運営方式を分析し、顧客など地域外の利害関
係者による出資を通じての運営参画が地域
内住民を刺激し、組織運営を活性化しうるこ
とを解明した。 
②東日本大震災発生後の農村コミュニティ
変容とボランティア参画による被災地住民
との交流について予備的考察を行った。 
 
(2) マネジメント系の成果は以下の５点で
ある。 
①日本の農商工連携事業と６次産業化事業
計画の導入過程を比較考察し、関係者の関心
が大規模農業経営体個別の事業多角化に偏
っていることと、主な事業が地域の原料を用
いた加工に偏っておりサービス業との連携
が弱いことを問題点として指摘した。 
②政策過程の分析および事例考察から、日本
型グリーン・ツーリズムの特徴が、都市住民
の反復的滞在を前提とした心理的交流や地
域社会との関係性形成を重視する点にある
ことを解明した。 
③アメリカの CSA（地域社会支援型農業）の
運営方式について、東海岸と西海岸の事例の
比較考察を行い、1980 年代の勃興期にとられ
ていた運営方式は大きく変容し、産品の継続
的供給・購買を重視するスタイルに変わって
いることを明らかにした。それでも消費者側
の食品安全性・環境問題に対する関心は高く、
こうしたテーマを核とした生産者との直接
コミュニケーションは継続していることも
確認した。 
④インドネシア・ジャワ島における薬草資源
の複雑な流通構造を考察した。多段階の流通
経路が形成されていること、一次加工の機能



も担う産地商人の行動が品ぞろえや価格形
成に影響力を及ぼしていること、品ぞろえの
ため大消費地から農村部へ産品が迂回する
流通経路が存在することを解明した。また、
薬草を出荷する農家は品種の多様化や出荷
時期の微調整により価格変動リスクを抑え
る行動をとっていることを明らかにした。 
⑤中国内モンゴル自治区における放牧経営
の多角化について、近年設置が相次ぐ牧民専
業合作社の組織運営と組合員の経営への影
響を中心に考察した。合作社では食肉加工、
流通の内部化、放牧地の共同管理作業等を実
施して組合員の収入増加や労働軽減に貢献
しているが、現物出資制度が残るなど、組織
としての持続性が乏しいことを明らかにし
た。 
 
(3) 評価系の成果は以下の３点である。 
①農林業センサス小兵データを利用して、離
農者の多い農村が抱える地域属性を定量的
に評価した。 
②DP モラール・サーベイ法を用いて集落組織
および農村女性組織における労務環境を分
析するとともに、組織運営上の課題を図形的
に表示する分析枠組を構築した。 
③近年注目されている食料品アクセス問題
について、GIS と統計資料を活用し食料品ア
クセス状況を可視的に把握するツールを作
成し、過疎地域および東日本大震災の被災地
にて試行した。 
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